〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１１号
　平成２７年１１月１２日第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２７年１０月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２７年１１月１２日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　髙　　橋　　剣　　二

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　松　　尾　　孝　　彦

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

不応招議員（なし）

平成２７年第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２７年１１月１２日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　専決処分の報告について（報告第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　閉会中の事務調査結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第１１号　専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一

　　　　　　　　　　　　　般会計補正予算（専決第１号）関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第５　議案第１２号　専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合個人情報保護条

　　　　　　　　　　　　　例の一部を改正する条例関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第６　議案第１３号　平成２６年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について　　

　日程第７　議案第１４号　損害賠償の和解について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第８　議案第１５号　平成２７年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件　

　日程第９　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　髙　　橋　　剣　　二

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　松　　尾　　孝　　彦

　　　　　７番　　　宮　　﨑　　雅　　之　　　　　　　　　８番　　　小　　川　　達　　夫

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　岩　　切　　一　　郎　　　　　　　消防長　　　加　　藤　　公　　司

　　　管理者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長

　　　次　　長　　　岡　　部　　久　　志　　　　　　（指令課長　　　川　　野　　敬　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　副参与
　　（坂　　戸

　　　　　　　　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　　庶務課長　　　寺　　田　　精　　一

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　予防課長　　　金　　子　　和　　宏　　　　　　　警防課長　　　中　　村　　政　　美

　　　鶴ヶ島
　　　　　　　　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　　　消防署長

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　鹿ノ戸　　和　　弘　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　野　　口　　功　　介

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成27年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日、平成27年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会しましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにご多用の中ご出席をいただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、お忙しい中、石川管理者並びに藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第でございます。

　　本日は、平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定についてを含め５議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。

　　直ちに本日の議事に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　３　番　　内　　野　　嘉　　広　議員

　　５　番　　柴　　田　　文　　子　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成27年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　専決処分の報告について（報告第３号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第４号）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　閉会中の事務調査結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、地方自治法第180条第２項の規定により、管理者から専決処分の報告がありましたので、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、監査委員より平成27年６月分から９月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、閉会中の事務調査結果についてお手元に配付しておきましたから、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号～議案第１５号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第11号・「専決処分の承認を求めることについて（平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」から日程第８・議案第15号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定をいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号～議案第１５号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第11号・「専決処分の承認を求めることについて（平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」から日程第８・議案第15号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。ただいま議題となっております議案第11号から議案第15号までの５件につきまして、一括して提案理由の説明を申し上げます。

　　まず、議案第11号・「専決処分の承認を求めることについて（平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」でありますが、平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算について、緊急に補正を行う必要が生じ、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分したので、その承認をお願いするものであります。

　　今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ384万3,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ27億7,411万4,000円としたものであります。内容といたしましては、坂戸消防署東分署の給水管漏水に伴い、新たに給水管を布設するために必要な経費を計上したものであります。

　　次に、議案第12号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合個人情報保護条例の一部を改正する条例関係）」でありますが、坂戸・鶴ヶ島消防組合個人情報保護条例の一部を改正する条例制定の件について、地方自治法第179条第１項の規定により専決処分したので、その承認をお願いするものであります。

　　内容といたしましては、国におきまして、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆる番号法が平成25年５月31日に公布され、全ての国民に個人番号が付番されるマイナンバー制度が始まったところであります。地方公共団体として、番号法の趣旨を踏まえた必要な措置を講ずるため、所要の改正を行ったものであります。

　　次に、議案第13号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」でありますが、予算現額24億3,085万7,000円に対しまして、歳入決算額は24億9,851万7,035円で、予算現額に対して6,766万35円、2.8％の増であります。また、歳出決算額は23億8,382万637円、予算現額に対して4,703万6,363円の減となり、歳入歳出差し引き１億1,469万6,398円の繰越金を生じました。

　　歳出の主なものを申し上げますと、議会費及び総務費につきましては一般経常的経費であります。

　　常備消防費につきましては、人件費のほか消防活動等に要した経常的経費であり、非常備消防費の坂戸市及び鶴ヶ島市消防団費につきましては、消防団活動に伴う報酬並びに運営費であります。

　　常備消防施設費につきましては、消防水利標示線等設置工事、坂戸消防署仮眠室エアコン設置工事、坂戸消防署東分署給水管切替等改修工事、訓練塔、電波塔建設等工事、西救急１号車、ドライブレコーダー、空気ボンベ、空気呼吸器、位置情報通知システム統合型の整備に係る経費であります。

　　坂戸市消防施設費、鶴ヶ島市消防施設費につきましては、それぞれ40立方メートル型耐震制貯水槽２基分の設置工事であります。

　　次に、歳入の主なものを申し上げますと、92.1％を占める坂戸市及び鶴ヶ島市、西入間広域消防組合からの負担金をはじめとして、高規格救急自動車の購入及び訓練塔、電波塔建設等工事、40立方メートル型耐震性貯水槽４基の建設事業に伴う組合債のほか、前年度繰越金、国庫支出金となっております。

　　以上、決算の概要を申し上げましたが、平成26年度におきましても引き続き複雑多様化する災害への的確な対応と救急需要の対応及び広域消防応援体制をはじめとする消防防災体制の整備充実を図るため、消防施設等の整備を計画的に推進するとともに、経常的経費は極力節減に努め、限られた財源の有効活用に努力した次第であります。

　　本決算の内容につきましては、去る８月20日、消防本部会議室におきまして監査委員さんにご審査をお願いし、いずれも計数的に正確であり、かつ内容も正当なものと認められましたので、その意見書並びに行政報告書を付して議会のご認定をいただきたく、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、本案を提出した次第であります。

　　次に、議案第14号・「損害賠償の和解について」でありますが、内容といたしましては、本年４月２日に当組合職員が運転する公用車が自転車と接触、自転車が転倒し運転者を負傷させた事故であります。事故の補償に関しまして、相手方が保険での対応を固辞し、７月10日に損害賠償請求を提訴したものであります。川越簡易裁判所の示した和解勧告に従って和解条項を提示し、和解したいので、地方自治法第96条第１項第12号及び13号の規定により、この案を提出するものであります。

　　次に、議案第15号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」でありますが、今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,042万3,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ27億8,453万7,000円としようとするものであります。

　　内容といたしましては、平成26年４月に総務省において固定資産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関する統一的な基準が示され、当該基準による財務書類等の作成を要請されたことに伴い、台帳整備及び財務書類作成業務の委託に必要な経費を計上するものであります。

　　また、坂戸消防署東分署及び鶴ヶ島消防署のオーバードアにつきまして早急に修繕を要することから、必要な経費を計上するものであります。

　　そのほか平成28年度の新規採用職員分の消防服装購入に伴う消耗品費につきましても、増員等に伴う不足額を計上するものであります。それぞれの歳出に見合う財源といたしましては、常備消防費の繰越金を増額いたし収支の均衡を図った次第であります。

　　以上、議案第11号から議案第15号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１１号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより議案につき、単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第11号・「専決処分の承認を求めることについて（平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（専決第１号）関係）」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第11号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり承認されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第12号・「専決処分の承認を求めることについて（坂戸・鶴ヶ島消防組合個人情報保護条例の一部を改正する条例関係）」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第12号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり承認されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１３号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第13号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」に対する質疑に入ります。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいま議題となっております「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算認定について」何点か質疑を行います。

　　行政報告書のほうなのですが、25ページの出火原因別発生状況、平成26年度は出火原因として放火が坂戸で17件、鶴ヶ島で７件と、計24件と。率直に多いなと思うところですけれども、この放火の状況について。また、放火の対応はどのようにしてきたのか、まずお伺いします。

　　次に、行政報告書の27ページ、ひとり暮らし、寝たきり高齢者防火指導状況ですけれども、これ秋と春２回行われていますけれども、このどちらとも会えなかった高齢者の数と、あと会えない人への対応についてお伺いします。

　　次に、29ページ、救急事務についてですけれども、出場件数は前年度比較で９件増加をしています。搬送順位については、前年度と比較し98人減少しているという状況ですけれども、この減少の主な理由についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　金子予防課長、答弁。

〇金子和宏予防課長　鈴木議員さんの数点にわたりますご質問の中で予防関係についてお答え申し上げます。

　　放火件数の前年度との比較と対応についてでございますが、出火原因の放火または放火の疑いを合わせますと、平成26年度24件、平成25年度27件で、26年度は前年度より３件の減少となっている状況でございます。

　　また、対応ございますが、消防署、消防団によります巡回広報の実施及び各種団体の消防訓練等を捉えまして、放火されない環境づくり等火災予防広報に努めているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　髙橋坂戸消防署長、答弁。

〇髙橋義裕副参与（坂戸消防署長事務取扱）　消防署関係のひとり暮らし、寝たきり高齢者の防火指導で、秋、春に会えなかった件数についてお答え申し上げます。

　　秋、春に会えなかった件数についてでございますが、平成26年度、ひとり暮らし、寝たきり高齢者防火指導の秋季で、坂戸市255人、鶴ヶ島市で114人、合計369人となっております。また、春季につきましては、坂戸市251人、鶴ヶ島市118人、合計369人となっており、これらの数字で、秋季に訪問し、入院、転出あるいはお亡くなりになった方は春に削除して訪問し、平成26年度秋季、春季ともお会いできなかった方は、坂戸市146人、鶴ヶ島市73人、合計219人となっております。また、防火訪問時に不在だった方につきましては、ポストなどに訪問した理由や防火の啓発をお願いするパンフレット等を投函して対応しているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　中村警防課長、答弁。

〇中村政美警防課長　それでは、警防関係につきましてお答え申し上げます。

　　平成26年度救急出動における搬送人員減少の理由でございますが、救急搬送人員につきまして、平成25年度の6,038人に対し、平成26年度は5,940人と98人、1.6％の減少となっております。この理由といたしましては、平成25年度の不搬送件数942件、13.6％に対し、平成26年度の不搬送件数は1,044件、15.0％で102件の増となったことが要因であると考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、再質疑いたします。

　　まず、出火原因発生状況ですけれども、前年度よりも減少しているということですけれども、今現在平成26年度に対して平成27年度の状況について、今現在の状況をお伺いをいたします。

　　救急事務についてですけれども、この不搬送の主な理由について、どういったものなのかお伺いをいたします。

〇森田精一議長　金子予防課長、答弁。

〇金子和宏予防課長　予防関係についてお答え申し上げます。

　　平成27年度の放火件数についてでございますが、火災件数につきましては、10月31日現在で33件でございます。そのうち出火原因が放火または放火の疑いがある火災は、15件発生している状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　中村警防課長。

〇中村政美警防課長　それでは、警防関係につきましてお答え申し上げます。

　　救急出動における不搬送理由の内訳についてでございますが、平成26年度の不搬送理由の内訳としては、現場処置が最も多く690件、次いで死亡が101件、拒否が60件、誤報が35件、その他が158件となっております。これらの数値を平成25年度と比較いたしますと、平成26年度は現場処置が129件の増と最も多く、結果として軽傷で緊急性がない救急要請が増えたものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、１点再々質疑をいたします。

　　出火原因別発生状況の関係ですけれども、火災の割合として高齢者世帯での出火が多いという統計があるわけですけれども、当組合での高齢者世帯、高齢者がかかわった出火の発生状況についてお伺いします。

〇森田精一議長　金子予防課長、答弁。

〇金子和宏予防課長　お答え申し上げます。

　　平成26年度の建物火災における65歳以上の高齢者世帯の件数と原因についてでございますが、建物火災23件中高齢者世帯の火災件数は10件でございます。また、10件中５件が高齢者の火気取り扱いによる火災で、原因といたしましては、ろうそく２件、コンロ２件、たばこ１件という状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第13号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり認定することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり認定されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１４号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第７・議案第14号・「損害賠償の和解について」に対する質疑に入ります。

　　７番・宮﨑雅之議員。

〇７番（宮﨑雅之議員）　７番、宮﨑雅之です。議案第14号・「損害賠償の和解について」確認をさせていただきます。

　　この内容については理解したところであります。ただ、二度とこういった事故が起こらないように、そして和解されるまでに約８カ月もの長い時間と労力を費やしたわけです。今後の再発防止策ございましたらお伺いいたします。

〇森田精一議長　寺田庶務課長、答弁。

〇寺田精一庶務課長　お答え申し上げます。

　　今回の損害賠償和解についてでございますが、交通事故を発生してのものでございます。職員の交通事故防止については、常日ごろより周知徹底しているところでございますが、このような事態になったわけですが、全職員に対し改めて今後このようなことのないよう周知徹底を図りまして、対応させていただきたいと考えております。ご理解をお願いいたします。

　　以上です。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　７番・宮﨑雅之議員。

〇７番（宮﨑雅之議員）　内容については、そういうことになろうかと思いますが、現場は、いつも私たちも使わせていただいている駐車場から出るそこの道路だというふうに思っておりますが、現状をよく見ますと、右側から来る車は相当スピードを出してきたり、あるいは多少カーブになっているのでしょうか、見渡しが非常に悪いような状況であります。特に縁石の問題もあるでしょうし、警察との協議が今後発生するかもしれません。職員ですらこういった事故が起こったわけですので、初めて来る来庁者などは、全くそういったものが注意が足りないというようなことになろうかと思います。立て看板ですとかあるいは来庁者に対して受け付け時で注意喚起のチラシ等をお配りして、より一層こういったものが起こらないような形での注意喚起、こういったものが必要だというふうに思いますが、どのようにお考えなのか、見解をお伺いします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　ただいまお話をいただいたとおりでございまして、先ほど庶務課長が答弁しましたように、職員に対しては再発防止につきまして徹底指導したところでございますけれども、ご指摘のとおり来庁者あるいはそういった方々が出入りする駐車場でありますので、今後そういったことも検討して、早急に対応を図ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇７番（宮﨑雅之議員）　了解。

〇森田精一議長　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第14号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１５号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第８・議案第15号・「平成27年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第15号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１０時３２分

　　　　再開　午前１０時３３分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第９・「一般質問」を行います。

　　通告者は２人であります。

　　順次発言を許可します。

　　なお、質問時間につきましては、議会運営についての申し合わせ事項により、執行部の答弁を含め60分以内となっておりますので、ご注意願います。

　　３番・内野嘉広議員。

　　　　（３番「内野嘉広彦議員」登壇）

〇３番（内野嘉広議員）　３番、内野嘉広です。議長の許可をいただきましたので、２問にわたります私の一般質問をさせていただきます。

　　１、地域における初期消火対策について。火災を最小限度の被害に食いとめるために初期消火の啓発は大変重要なことであります。坂戸市、鶴ヶ島市それぞれにおいても防災訓練などで初期消火の体験などを実施し、啓発に努められているところでありますが、地域における自治会、老人会等地域コミュニティー団体への啓発はどのような状況にあるのでしょうか。

　　先日私の地元自治会において、自治会館から何本かの消火器が出てまいりました。自治会館は、昭和40年代後半の施設で、消火器の中には数十年経過したものもあり、これらの消火器が使えるものなのか、使えないとすればどう処分するのかなど、自治会長も首をかしげておりました。このようなことは、多分他の自治会館やコミュニティー施設でも見受けられるのではないかと思われます。消火器など初期消火機器の使用法等はもとより、その配置状況や管理を含め地域における初期消火対策については、どのような指導、啓発等を行っているのかお聞きします。

　　１、自治会館等地域コミュニティー施設への消火器等の配置状況について。

　　２、自治会、老人会等、地域コミュニティー団体への消火器等の使用訓練について。

　　３、市街地における街路消火器等の地域配備について。

　　２、地域における緊急時の救急救命対応の啓発等について。救急救命対応は、１分１秒の対応が人命にかかわることであり、その啓発は大変重要であります。救急救命対応についても、さきに質問した初期消火対応と同じく、地域コミュニティー団体等に対しての啓発はどのように行われているのかをお聞きいたします。

　　１、自治会、老人会等地域コミュニティー団体への緊急時救急救命対応への啓発及び対処訓練について。

　　以上、１回目の質問といたします。よろしくご答弁お願いいたします。

　　　　（３番「内野嘉広議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　ご質問の項目に従い順次お答え申し上げます。

　　はじめに、地域における初期消火対策についての自治会館等地域コミュニティー施設への消火器等の配置状況についてでございますが、地域の自治会館、集会所等につきましては、消防法施行令別表第１、１項ロの公会堂または集会所に該当いたします。建物の規模や収容人員によりまして消火器、誘導灯、非常ベルなどの消防設備の設置や防火管理者の専任義務が生じてまいります。また、これらの消防設備につきましては、災害発生時に確実に使用できるよう半年ごとに点検を実施していただき、その結果を消防長に報告していただく必要がございます。したがいまして、一定期間を経過し古くなった消火器や不具合が発生した消防設備につきましては、これらを修繕等をしていただき良好に維持管理していただく必要がございます。

　　次に、消火器等の使用訓練についてでございますが、平成26年度中の訓練実施件数について申し上げますが、坂戸市56件、鶴ヶ島市23件で、合計79の自治会等が、また平成27年度につきましては、10月末現在でございますが、坂戸市40件、鶴ヶ島市21件の合計61の自治会等が訓練を実施している状況であり、自治会等からの依頼件数も増加傾向にございます。

　　訓練の内容につきまして参考に申し上げますと、119番通報、初期消火、避難、煙中通過及び埼玉県が所有する地震体験車を使用した地震体験等各団体の希望する内容に応じた訓練を実施しております。また、過去に発生した災害事例や消防用設備の使用方法等をあわせて説明することで、火災予防対策の必要性及び各種災害に対する対応力の向上を目指しているところでございます。

　　次に、市街地における街路消火器等の地域配備についてでございますが、こちらは構成市に確認した状況でございますけれども、両市とも自主防災組織補助金を活用して消火器を購入しているという状況でございます。街路における消火器配備状況につきましては、坂戸市では花影防災会、関間四丁目自治会自主防災部、三光町二区防災会、中富町三区防災会の４自主防災組織が、鶴ヶ島市では中台団地自主防災援護隊、下新田第二自主防災組織の２自主防災組織で、両市合わせまして６自主防災組織が消火器を設置している状況ということでございます。

　　次に、地域における緊急時の救急救命対応の啓発等についての緊急時救急救命対応への啓発及び対処訓練についてでございますが、本組合主催によります救命講習会、さらに各自治会、自主防災会、事業所、各種グループ等からの要請によりまして救命講習会を実施し、ＡＥＤの使用方法を含めた応急手当の普及啓発を図っているところでございます。平成26年度の講習等実施件数につきましては、３時間または８時間の救命講習会を計73回実施し1,259名の方が、さらに１時間程度の救急講習を90回実施し2,226名の方に受講していただいた状況でございます。このうち自治会、自主防災組織からの要請による救命講習は７回、103名の方に、救急講習は11回、290名の方に受講していただいた状況でございます。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　３番・内野嘉広議員。

〇３番（内野嘉広議員）　それでは、１の地域における初期消火対策について再質問を１点させていただきます。

　　鶴ヶ島市南小学校区におけるサザンふれあい運動会においては、運動会イベントだけでなく健康増進の観点から、体脂肪率などの測定などができる健康コーナーや、鶴ヶ島第三分団による消防体験コーナーなどがあり、子供から大人まで参加した多くの方々から好評を得ております。地域の多くの市民が参加する機会を有効に活用してこうした健康意識の啓発や防火意識の啓発を行っております。各地域においては、こういった多くの市民が参加するようなイベントがあると思われますけれども、こういったイベントを活用して初期消火などの啓発を行うことは大変有効であると思われますが、こうした場における体験等啓発活動について、どのように考えておられるのかお聞きいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　地域イベント会場における啓発の関係でございますが、ただいまご質問の消防訓練あるいは救急講習等につきましては、要請があれば管内あらゆる場所に出向くことは可能でございます。ただ、ご存じない市民の方もいらっしゃることと思いますので、広報紙等を通じましてＰＲしているところではございますが、今後におきましても積極的な広報に努め、多くの機会をご利用いただけるよう普及啓発に努めてまいりたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　３番・内野嘉広議員。

〇３番（内野嘉広議員）　続きまして、２の地域における救急時の緊急救命対応の啓発について再質問いたします。

　　さきに初期消火に関する再質問と同様に、救急救命対応への啓発について、先ほど言ったとおり地域の方々が多く参加する地域イベントなどへの啓発については、どのようにお考えなのかあわせてお聞きいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　私ども消防職員があらゆるところに出向いてそういった講習をさせていただく機会をご存じない方もいらっしゃるかと思いますので、先ほどの答弁のとおり、あらゆる機会を通じて周知をしてまいりたいと思いますが、多くの人が集まる市民体育祭等にもお声をかけていただき、消防訓練やＡＥＤの体験などを積極的に開催いたしまして、普及啓発に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　３番・内野嘉広議員。

〇３番（内野嘉広議員）　今後とも地域において積極的に指導、または啓発等を続けていただいて、特に自治会等においては、自治会長が１年、２年でかわってしまうケースが多くあるので、そういった指導啓発等も１回にとどまらず、定期的にといいますか、続けていただいて、できるだけ市民のこういった初期消火及び救急救命対応についての啓発について積極的に取り組んでいただけるよう要望いたしまして、一般質問のほうを終了させていただきます。

〇森田精一議長　次に、１番・鈴木友之議員。

　　　　（１番「鈴木友之議員」登壇）

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。ただいまより通告に従いまして一般質問を行います。

　　雨が多い日本では、毎年全国どこかで大雨による河川の氾濫などにより、個人の住宅や資産、公共施設などに損害を与え、時には人命を奪う水害が起こっています。特に近年は、ゲリラ豪雨と呼ばれる時間雨量50ミリを超える豪雨の発生件数が増加傾向にあり、平成26年度には梅雨前線や台風などの影響により21の地域で床上浸水、10棟以上の被害が生じる水害が発生しています。今年の９月には関東、東北地域での豪雨により栃木、茨城、千葉の各県で土砂災害や河川が氾濫し、茨城県常総市では増水した鬼怒川左岸の堤防が決壊、甚大な被害をもたらし、改めて大規模洪水の恐ろしさを認識するとともに、水害に対する備えが重要と考え、次の３点について質問をいたします。

　　１点目、水害対策の現状について。

　　２点目、水害対策の課題について。

　　３点目、水害への備えについて。

　　以上質問して、１回目の質問といたします。

　　　　（１番「鈴木友之議員」降壇）

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

　　　　（加藤公司消防長登壇）

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　はじめに、水害についての水害対策の現状についてでございますが、当消防組合におきましては、毎年出水期を迎える前に、荒川上流河川事務所が主催する越辺川、高麗川の堤防が整備されていない重要水防箇所の共同巡視に参加をしております。また、台風の発生及び大雨警報等が発表された場合におきましては、気象庁などからの気象情報及び国土交通省により設置されております越辺川、高麗川の水位観測所のテレメーターにより水位の監視を続け、水防団、待機水位など基準水位に達すると見込まれた場合については、越辺川・高麗川水害予防組合で定めている水防計画及び当組合の風水害警防計画によりまして職員の招集並びに情報収集に努めるとともに、消防車などによる巡視活動を実施し、災害対応に万全を期しているところでございます。

　　次に、水害対策の課題についてでございますが、管内を流れている越辺川、高麗川の重要水防箇所や坂戸市多和目地内及び西坂戸地内の土砂災害警戒区域あるいは土砂災害特別警戒区域の対応が考えられるところでございます。

　　また、洪水等による水害が発生した場合、あるいは発生のおそれがある場合や避難勧告及び避難指示が発令された場合、災害弱者と言われる高齢者、子供、妊婦、障害者等の迅速な救助、避難誘導等の対応が危惧されるところでございます。

　　さらに、災害規模によりまして、当消防組合及び地元水防団のみでは対応が困難な場合における他機関への応援要請などにつきましても、先般の茨城県常総市の鬼怒川の堤防決壊でも見られましたように、広範囲に及ぶ被害に対する迅速かつ的確な対応など、幾つかの課題があるところでございます。

　　次に、水害への備えについてでございますが、国、県、市などが関係する越辺川、高麗川の重要水防箇所の改修工事、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策などの整備が望まれているところであります。また、当初消防組合といたしましては、坂戸市における水防資器材の整備のほかに、坂戸消防署におきまして救命ボートや土のうなどの水防資器材を準備するとともに、各所属におきましても土のうなどの水防資器材を常時準備しているところでございます。

　　さらに、災害規模によりまして当消防組合及び地元水防団などで対応が困難な場合は、近隣消防における相互応援協定、埼玉県下消防相互応援協定、さらに緊急消防援助隊の応援要請に伴う受援体制の強化を図っているところでございます。

　　以上でございます。

　　　　（加藤公司消防長降壇）

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、順次一問一答で質問を進めていきます。

　　１つ目の水害対策への現状についてですけれども、９月の鬼怒川の堤防決壊による水害被害、堤防の整備がおくれた箇所であったということがありましたけれども、１回目の答弁の中でも重要水防箇所、危険な場所だということだと思いますけれども、これは具体的な場所についてまずお伺いをいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　重要水防箇所でございますけれども、管内におきましては３カ所ございまして、高麗川における坂戸市中里地先の関越自動車道橋梁付近、浅羽ビオトープ東側付近の浅羽野地内右岸、萱方運動公園西側付近の森戸から萱方にかけての右岸でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　９月の関東、東北地域での豪雨では、記録的な大雨により県内の越谷市でも膝丈あたりまで浸水がありました。川が氾濫したわけではなく、水が排水能力を上回って降ったためだということです。近年集中豪雨による都市型水害、冠水などの被害が増加傾向にありますが、本消防署管内での冠水のおそれがある場所がどのぐらいあるのかお伺いをいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　管内における冠水箇所でございますが、当組合が把握しておりますこれまでの冠水箇所につきましては、坂戸市24カ所、鶴ヶ島市４カ所、合計28カ所でございましたが、９月に発生した台風18号の際には、鶴ヶ島市で新たに２カ所の冠水がありましたので、現在のところ両市合わせて30カ所ほど把握しておる状況でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　次に移ります。

　　次の水害対策への課題についてですが、危険な箇所の具体的な場所が挙げられましたけれども、浅羽野地域の堤防に関しては、私のところにも、大丈夫なのかという不安の声が届いている状況です。危険であると把握はしている状況だということですけれども、こうした場所が存在し、危険な状況を減らしていくことも水害対策に対する大きな課題でもあると考えるところですけれども、改善に向けどのような計画がされているのか、それとも特に計画がないのか、その辺をお伺いいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　ただいまご紹介いたしました重要水防箇所３カ所につきましての改修計画でございますが、こちらは坂戸市を通じまして国土交通省荒川上流河川事務所に確認をいたしましたところ、坂戸市中里地内につきましては、関越自動車道がある関係で、現在ネクスコと調整中とのことであり、坂戸市浅羽野地内につきましても用地買収の関係と関越自動車道がある関係で、中里地内同様ネクスコと調整中とのことでありますが、現在もこういったことについては進めている状況だということでございます。

　　また、坂戸市森戸から萱方にかけましては、計画洪水流量規模の洪水の水位に対して対応ができているということから、改修については特に計画はされていないということでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは次に、水害への備えについてですけれども、近年ゲリラ豪雨が頻発し、短時間に局地的な大雨に襲われることが増えています。一たび水害に見舞われれば、この本消防組合も対応に追われることと考えますけれども、こうした対応に備える職員の育成についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　加藤消防長、答弁。

〇加藤公司消防長　お答え申し上げます。

　　職員等の教育体制といいますか、そういった体制でございますけれども、越辺川・高麗川水害予防組合によります水防演習を通じての若手の職員を含めた水防工法の伝授でありますとか、消防組合といたしましては、救助隊を中心に河川等における救命ボート、坂戸市災害救助艇及び救命索発射銃などの取り扱い訓練並びにプールにおける潜水器具等を使用しての水難事故を想定した訓練を毎年定期的に実施しているところでございます。また、海洋施設における潜水技術研修や小型船舶免許及び潜水士免許などの資格につきましても計画的に取得させているところでございます。

　　当組合といたしましても、水害に対する職員の教育を計画的に実施しているところではありますが、今後につきましても、両市はもちろんのこと、越辺川・高麗川水害予防組合とも連携を密にし、迅速かつ適切な判断のもと、両市民の安心安全に寄与できるよう万全を期してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇１番（鈴木友之議員）　はい。

〇森田精一議長　以上で一般質問を終了します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事は全て終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　議員の皆様にご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げます。

　　さて、昨年の御嶽山の噴火に続き、５月には口永良部島、６月には浅間山、８月には鹿児島の桜島、９月には熊本県の阿蘇山と、各地で火山活動が活発になってきております。また、９月には台風18号の影響により発生した関東・東北豪雨により、栃木県、茨城県、宮城県では人的被害も含めて大きな被害が発生しました。被災された方々に対しまして衷心よりお悔やみを申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。

　　日ごと秋の深まりとともに、朝夕肌寒さも感じられる季節になりました。議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用のこととは存じますが、くれぐれも健康にはご留意いただきまして、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会の挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　提出議案５件について原案どおり承認、認定及び可決をいただき、心から感謝を申し上げる次第であります。

　　７月議会定例会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　はじめに、各種事業についてでありますが、７月29日から31日の３日間、消防本部におきまして、坂戸市及び鶴ヶ島市内の小中学校の教職員等を対象に、応急手当に関する知識・技術の普及を図るとともに、学校内での不測の事態に対処するため、応急手当普及員講習会を開催し、32名の先生方に受講していただきました。

　　８月30日、鶴ヶ島市立新町小学校で実施されました「鶴ヶ島市防災訓練」及び９月６日、坂戸市立南小学校で実施されました「坂戸市民総合防災訓練」の両会場におきまして救急フェアを同時開催し、心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い等、応急手当普及活動を行い、多くの市民に体験していただくとともに、住宅用火災警報器の設置普及活動等、火災予防運動を展開をいたしました。

　　10月14日、15日には、今年度２回目の防災管理者資格取得新規講習会を開催いたしまして、各事業所から41名の方々が受講し、防火管理に関する知識を修得していただきました。

　　10月27日には、職員採用第１次試験に合格した15名を対象に第２次試験を実施いたしました。

　　11月８日には、雨天のため会場を坂戸市立坂戸中学校に変更して、坂戸・鶴ヶ島消防組合特別点検の式典及び表彰式を実施いたしました。

　　議員各位におかれましては、足元の悪い中ご臨席賜り、深く感謝申し上げます。

　　11月９日から15日までの１週間、秋季全国火災予防運動の一環として、消防署消防団員によります、市内巡回広報を実施しております。

　　次に、本年１月から10月までの火災件数は56件で、前年同期と比較いたしますと11件の増となっており、このうち建物火災は18件であります。

　　次に、同期間の救急出場件数は5,812件で、前年同期と比較いたしますと172件の増となっております。

　　また、９月に発生しました関東・東北豪雨では、大きな被害が発生いたしました。犠牲者の皆様のご冥福とともに、一日も早い復興・復旧をお祈りいたします。

　　幸い当管内では大きな被害はございませんでしたが、今回の水害を貴重な教訓とし、今後発生する自然災害等に的確に対応し、住民の負託に応えられますよう万全を期してまいる所存でありますので、今後とも議員皆様には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げます。

　　ここに、議員皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から感謝を申し上げます。いよいよ寒さも厳しさを増してまいります。皆様にはくれぐれも健康にご留意をいただき、ますますのご活躍をお祈り申し上げ、挨拶といたします。ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時０４分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成27年11月第４回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
- 1 -

- 4 -


